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より安全な管理をめざし/堰堤改良事業  
高柴ダムは、昭和 37 年 4月に管理開始以来 52 年が経過しています。こ

れまでも、常に安全な管理が行えるようにその時代と共に設備の更新を行っ

てきました。平成 10年

には管理所も建て替えを行い現在に至っていま

す。 

電気設備・機械設備等も管理所改築に伴い更新

し管理運営してきましたが、設置当時は最新であ

ったダムコンをはじめとする諸設備も 10 年を経

過する頃から故障が頻発し管理に支障を来すよ

うになってきました。 

このような状況から、老朽化した設備を更新す

る必要に迫られ、国庫補助「堰堤改良事業費」を

受け平成 25 年度から施設設備の改修に着手しま

した。これまでに、ダムコン設備、テレメータ設備、自家用発電機設備、気象観測設備の更新工事が完

了し運用を開始しています。 

 ダムコン設備には、新たに訓練装置が設けられ、ダム管理職員の管理技術の向上に役立っています。

また、流域内の雨量や河川水位情報を収集するテレメータ装置は、これまでスポラディックＥ層によっ

てたびたび外国のラジオ放送と混信し、データが欠測するなど支

障をきたしていましたが、周波数や伝送方式の変更によりスポラ

ディックE層の影響を排除することにより、情報の収集に威力を発

揮することが期待されています。 

ダムからの浸透水量を計測する漏水量計は、手計算により算出

していたため、漏水量の変化をリアルタイム計測できませんでし

たが、新たに設置された設備では、時間ごとの変化を自動で観測

できるようになりました。 

【上：自家用発電機】老朽化した発電機を更新する

とともに長時間の停電にも対応できるよう燃料槽

を倍にした。 

【右：観測設備の表示画面】気象だけでなく、漏水

量もリアルタイムで監視する事が可能。 

 

 

 

※スポラディック E 層 
春から夏ごろにかけて、主に昼間に上空約 100km 付近に局地的に突発的（スポラディッ

ク）に発生する特殊な電離層である。通称「E スポ」と呼ばれる。（Wikipedia） 
この電離層の発生が、混信の原因となっていた。 

新しくなったダムコン 

自家発は長時間運転型へ 
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四時ダム ESCO 事業 

民間の持つ資金、経営能力等を活用し、民間事業者が新たに水力発電機を設置して発電を行うとと

もに、ダム管理所等の電気設備の省エネルギー化を図る事業として進めてきた四時ダムＥＳＣＯ事業の

ですが、 11 月 13 日（木曜日）現地に於いて、清水敏男いわき市長、吉田栄光福島県議会土木常任委

員長をはじめ多くのご来賓の出席のもと、発電所建設に向けて工事中の安全を祈願し起工式を挙行し

ました。 

 【事業概要】 

 利 用 河 川 ： ２級河川鮫川水系四時川（四時ダム） 

 最 大 出 力 ： 470kw   年間発生電力量：275 万 kwh（一般家庭の 760 世帯分に相当） 

 最大使用水量 ： 1.0m3/s 

   【経過】 

平成 25 年１月   ESCO 事業提案型募集要項等資料配布 

       3 月  提案内容のプレゼンテーション及びヒアリング 

            最優秀提案を決定 

      11 月 ＮＫ福島水力発電株式会社の設立 

            契約締結 

            再生可能エネルギー発電設備認定申請書 提出 

      12 月   現地ボーリング調査 

            詳細設計開始 

            系統連係申込 

平成 26年 9 月  詳細設計完了                         12 月 29 日現在の工事現場 

            水利使用に関する河川法の許可申請提出 

       11 月 起工式 

平成 27年 4 月 発電開始(予定) 

 

 

 

 

 

 

※ESCO事業の効果 

1. 水力発電設備等の整備に関する県の初期投

資が必要ありません。（ゼロ予算事業）  

2. ダム管理に必要な電気料の削減がはかれま

す。  

3. 契約期間終了後Ｈ46 年度以降）は、小水力発

電設備等が県に無償譲渡され、その後の売

電収入等のすべて得られます。 

ダムへの理解を深めるために。その２ 
10 月 1 日、入遠野中の生徒 2名が職場体験で、訪

れ、職員からダムの概要の説明を受けたあと、施設

の巡視と湖面の巡視を体験しました。 

 

 

 

 

 

 

左上： 

巡視を体験 

上： 

監査廊内 

左： 

職員の説明 


